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   In two cases an oiliy substance called "organogen" was injected into the penis to 
make it greater. 
   This treatment was received elsewhere and as result, ten and three months later res-
pectively, the patients called on us to have the cord shaped indurations which developed 
at the injected site removed because of decrease of erection force, pain at ejaculation or 
otherwise disturbed sexual intercourse. 
   Histological examination of the removed tissue material revealed it still contained the 
oily substance in some parts. In the subcutis there is rich existence of different sized, 
round spaces, wall  of  which consists of the connective tissue and slight  infiltration' of 
small round cells. Organization of the injected substance is found nowhere. On infrared 
spectrometry the injected substance revealed a kind of paraffin. 
   Cases of injection of paraffin into the body were reviewed. Almost all the motives of 
injection were an inferiority complex due to the size of his penis or the hope to make 
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いものがあつた.そ こで患者は更に側面に・続いて尿
道側にも注入してもらつた.併 し3度 目の注入の頃よ



















































測定は神奈川県工業試験所 戸 田技 師 に依 頼 し,
Perkin,Elmer112型Singlebeam,doublepass
赤外分光器を用い,被 検物を岩塩の間に挾 み,波 数
4000cm-1より670cm-iの間を測定した.
































れている,然 るに最近我 々が経験 した症例の一
つの補填物が分析の結果Pで あつたので,そ の
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注入の場合について文献 的考 察を試みたい.
欠損組 織の補充 として体 内に補 填物 を初 めて
注入 したのはGersunyであ る.彼 は1899年結
核性副睾丸炎 で去勢術 を行 つた後 に陰嚢内に ワ
ゼ リンを注入 したのを初 め とし,口 蓋 舞裂 や獅
腫後 の癩痕 にワゼ リソを注入 した.又 目的は異
るがPを 入れた のはCorllingが最初 であ る.
彼 は189工年 コカインの作 用を延 長 さ せ る た め
に,テ オブu一 ム油や カカオ脂 を注射 し,1894
年M.Splenicuscolliの痙攣 を静 め るために
テオ ブP一 ム油 とPの 混 合物 を同部 に 注 射 し
た.1896年同混 合物 を後頭部神経痛 のある患者
に癒着阻止 の目的で注入 してい る.そ の後次第
にワゼ リンやPが 補填 物 として使用 され始 めて
来 た.併 しワゼ リソや熱 したPの 注入 には技 術
的 に非常な困難 や火傷 の危 険が伴 い,動 脈 栓
塞,網 膜中心静脈の血栓,肺 栓 塞,脳 栓 塞 の起
ることが非 常に多 い.Pfannenstie1(1901)は
女子 の尿失禁 に ワゼ リンを注入 し,効 を奏 さな
いばか りか,数 分 に して脳 及び肺栓 塞を来 した
症例を報 告 してい る.又 長い間には変形や位置
の移動 を来 す こともあ る.Gersungは軟Pを
鼠瞑 ヘルニアに注入 した所陰 嚢内に流れて しま
つた症例 を報告 している.Ecksteinは融点52
℃ 以下のPを 用い て黒内障 を起 した 例を 報 告
しこれ らの副作用 を除 くためにPは 融 点50℃
以上の ものを固形 の状態 で用い るぺ きで あると
提 唱 してい る.
硬Pの 場合 には以上 の様 な直後 の副作 用 こそ
来 ないが,軟Pに しろ硬Pに しろ後 に起 る変化
として所謂ParaMngranulom,癌発生,潰
瘍,壊 死形成 の報告が ある.こ れ らはPの 刺 激
による慢 性炎症 の結果起 る ものであ る.Para-
ffingranulomは疹 庸甚 し くJ周 囲 と癒 着 し腫
瘍状 になり屡 々注入時 よ り大 き くなる.又 丹毒
様に発赤 し,膿 瘍,痩 孔 を形成す る こ と も あ
る.Schmorl,Roseは注入部位 に癌 発生の2
例を報告 してい るが,こ れ とPと の関係 につい
ては不明で あると述 べてい る.Frank(1909)
は8年 前 肺結核のために大量 のPを 背部 に注 入
した と云 う既往 歴を持 っ患者 に接 し,結 核 は治
癒 してい るが,注 入背部に潰 瘍形成及 び壊死 を
起 し死の転帰をとつた症例を報告 している.
体内に注入 された軟Pは 通常組織間隙を縫っ






ンパ球,形 質細胞,線 維芽細胞,巨 細胞,或は
散在性に多核白血球が見られる.又結核結節様
構造を呈することもある.又稀 には軟Pの 完全
な吸収 も起 る。軟Pと 硬Pの 混合物は臨床的に
も顕微鏡的にも軟Pと 何等異 る所はない.
体温 より少 くとも10℃ 高い融点をもつ硬P
は流動状態で注入されると皮下組織 の間 を流
れ,量 及び部位により数秒乃至数分で軟骨様硬
にかたまる.流 入後第1日 で既に硬Pの 周囲に








に注入 した り,注入後P塊 を強 ぐある形に形成
した り,捏ねた りした場合には,P塊 は房状,
結晶状の無数の細かい塊 となり,そ こに は 出
血,異 物性巨細胞及びP小塊間に結合組織線維
の侵入観察 され る.硬Pの 場合は大 部 分 の報




ワゼ リソやPを 陰茎皮下に注入 した症例につ
いてはMorestin(1908),Fischeru.Birt
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を除去 したが,勃 起可能 な るも性交時快感消 の
失 した症例を報告 してい る.Marquardtは陰
茎皮下にP注 入後痩 孔,潰 瘍の形 成を見た症 例
を報告 してい る.
陰茎内P注 入の動機は本人の陰茎短1小に対す
る劣等感や本人,配 偶 者或はその双方の あや ま
ったVitasexualisによるものが大 部 分 で あ
る,上 記3例 及び我 々の症例ではP注 入後性交
に障碍があ り,Facultascoeumdiは消失 して
いる.Fischerの報告 例ではP除 去後 に も 障
碍を残 している.
IV結 語





体 内 ヘ パ ラ フ ィ ン を 注 入 した 際 の 組 織 学 的 変
化,副 作 用 等 を軟 パ ラ フ ィ ソ.硬 パ ラ フ ィ ソ の
夫 々 に つ い て 直 後 及 び 長 期 間 後 に わ け て 文 献 的
に 考 察 を 試 み た.
(猶,本 稿 の 要 旨 は 昭和34年2月,第238回 泌尿 器
科 学 会 東 京 地 方 会 で報 告 した.)
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